4.大型プロジェクト by unknown
Title4.大型プロジェクト
Author(s)




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University






今日、HIV-1 感染症は適切な抗 HIV 療法（ART）により、AIDS に至ることなく日常生活を送ることが可能
な慢性疾患となった。しかし、HIV感染者は治療の長期化に伴う循環器疾患、脂質異常、神経認知障害、
癌など様々な非感染性合併症の発症リスクが高いことに加え、精神的・社会的リスクも非常に大きい。現
状では、最新の ARTでも HIVを体内から除去することは不可能であり、ART中断により HIVリバウンドが
生じるため終生の ART治療が必要となり、保健医療における経済的負担も非常に大きい。従って、根治を
目指した新たな取り組みが求められている。本研究では、HIV 感染症の根治治療法創出に向け、HIV 抵抗
性遺伝子を導入した iPS細胞由来造血幹細胞（iHSC）移植療法、および ART及び Latency-reversing agent




1) HIV根治療法の前臨床評価研究  


















性 HIV定量法（qVOA）による active reservoir sizeを再現良く、高感度に、かつ経時的に定量する方法
論を確立したこと、④ 潜伏感染期における R:D比と qVOAで示される active reservoir sizeが制御免疫




料を用いた pDNAや vRNAコピー数や R/D比の動態解析はリザーバーの推移やその意義を理解することも併
せて可能であり非常に意義深い。 









ては、全米動物園連盟の協力のもと、北米から平成 25 年度にボノボ 4 個体を輸入したのに引き続き、平













4.3. 霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院 (PWS)  
 
プログラム・コーディネーター：松沢哲郎（高等研究院・特別教授） 




採択当初から L3編入制度を導入していることにより、平成 30 年度は 5 学年 34 名の履修生となり、4 名
の修了生を輩出した。欧米などからの外国人履修生は 13 名（38％）にのぼり、前年度に引き続き、申請
当初の目標を達成した。 









































名の HQ がいて、諸事の運営を審議する。特定教員 7名をはじめ、語学に堪能な事務職員を各拠点に配置
し、協力して履修生をサポートした。プログラムの方針・運営状況・カリキュラム・成果・履修生の動向
などについて、対内外の情報・広報は、すべて一元的に HP（http://www.wildlife-science.org/）に集約して共
有した。年 2 回開催（平成 30 年度は 9月 22-24 日と 3月 1-3 日）の The International Symposium on Primatology 
and Wildlife Science で、履修生や外国人協力者（IC）も含めた 100名超のプログラム関係者が一堂に会す
ることで、プログラムの方向性や進捗状況を確認し、連携強化を図った。なお、9月実施シンポジウムは
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